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平成21年度 土木鋼構造診断士・診断士補 択一問題解答（案） 

  

この資料は、平成21年10月に実施された『平成21年度土木鋼構造診断士・診断士補認定

試験』における選択問題に対する解答を検討した資料です。 

ただし、日本社団法人日本鋼構造協会の土木鋼構造診断士特別委員会が作成したもので

はなく、あくまで一個人が作成した私的資料です。私的資料のため、多分に間違いなども

あると思いますので、ご指摘頂けたら幸いです。 

 

平成21年11月20日 

中日本建設コンサルタント㈱ 

建設技術本部 羽田野英明 

h_hatano@nakanihon.co.jp 

修正履歴 

 2010/02/04 匿名さんからのご指摘で、(28)を修正 

 2010/10/04 匿名さんからのご指摘で、(39)を修正 
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平成 21 年度 択一式問題 

 

(1) 下図は，点検・診断の一般的な流れを示したものである。句の組合せとして，適当なも

のはどれか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) (a)事前調査  (b)点検（検査)   (c)診断     (d)事後調査 
2) (a)調査準備  (b)診断       (c)再調査   (d)補修補強計画 
3) (a)調査準備  (b)診断       (c)再調査    (d)事後調査 
4) (a)事前調査  (b)点検(検査)        (c)診断   (d)補修補強計画 
正解：4) 
 
(2)点検実施計画を策定するための机上調査において必要と考えられる次の資料の組合せと

して，不適当なものはどれか。 
1) 竣工図面，工事記録，管理台帳類 
2) 設計計算書，設計資料，原寸検査報告書 
3) 竣工検査記録，点検記録，補修記録 
4) 設計時の技術基準，診断記録，補強設計図書 
正解：2) 原寸検査報告書は、不要である。 
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(3)点検に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 日常点検では，通常の巡回で確認できる程度の損傷の有無を調べる。 
2) 定期点検では，対象構造物のうち代表的な部材を点検し，構造物全体の健全性を把握す

る。 
3) 臨時点検では，目視調査だけでは把握できない損傷の原因や程度を把握する。 
4) 詳細点検では，台風や地震の後に過大な外力によって発生した損傷の有無を調べる。 
正解：1)  
 2) 定期点検では、原則として対象構造物のすべての部材を対象とする。 
 3) 臨時点検では，台風や地震の後に過大な外力によって発生した損傷の有無を調べる。 
 4) 詳細点検では，目視調査だけでは把握できない損傷の原因や程度を把握する。 
 
(4)性能評価に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 安全性，使用性，修復性の要求性能で考慮すべき限界状態は，すべて同一とする。 
2) 性能照査型設計では，建設費と維持管理費の差が最小となるように性能の付与を行う。

3) 設計段階での性能評価と維持管理段階での性能評価では，作用や評価の考え方が異なる。

4) 物理的供用期間と機能的供用期間は，構造物の種類によらず常に等しい。 
正解：3) 

1) 構造物のよって、限界状態は同一ではない。 
 2) ライフサイクルコストが最小となるように性能の付与を行う。 
 4) 物理的供用期間と機能的供用期間は，構造物の種類によって異なる。 
 
(5)鋼材の応力－ひずみ曲線に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) ひずみが小さい領域では，応力とひずみが比例関係にある。 
2) 引張強さは，公称応力－公称ひずみ関係の最大応力として定められる。 
3) 降伏後に除荷した際の応力－ひずみ関係の勾配は，初期載荷時とほぼ同一である。 
4) 降伏応力と引張強さの比は，鋼材の種類によらずほぼ 0.9 である。 
正解：4) 
 降伏応力と引張強さの比は、鋼材の種類によって異なる。 
 例えば、SM400 では、245／(400～510)＝0.61～0.48 
     SM570 では、460／(570～720)＝0.81～0.64 
 と、大きく異なっている。 
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(6)水平におかれた単純ばりの支間全長にわたって鉛直下向きに等分布荷重が作用してい

る。これに関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 曲げモーメントは，支間中央で絶対値最大となる。 
2) せん断力は，支間中央で絶対値最大となる。 
3) 軸力は，すべての位置でゼロとなる。 
4〉2 つの支点における鉛直反力の大きさは等しい。 
正解：2) 
 せん断力は、支間中央で０となる。 
 
(7) 平面応力場における主応力に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 最大主応力の方向と最小主応力の方向のなす角は，45°である。 
2) 主応力の計測は単軸ゲージでは行えず，2 軸ゲージを用いる必要がある。 
3) 最大主応力は常に引張応力であり，圧縮応力にはならない。 
4) 主応力面に生じるせん断応力の大きさは，常にゼロである. 
正解：4) 
1) 最大主応力の方向と最小主応力の方向のなす角は，90°である。 
2) 主応力の計測は単軸ゲージでは行えず，3 軸ゲージを用いる必要がある。 
3) 最大主応力が，圧縮応力となる場合もある。 
 
(8)下図はすべて同じ大きさの正方形断面を表しており，X－X 軸はすべての図形において図

心を通る軸である。3 つの図形の X－X 軸周りの断面二次モーメントの大小関係として，次

のうち適当なものはどれか。 
 
 
 
 
 
 
1) (a)=(b)=(c) 
2) (a)<(b)<(c) 
3) (a)>(b)>(c) 
4) (a)=(c)>(b) 
正解：1) 
 正方形の断面２次モーメントは、Ix＝Iy、Ixy＝0 である。そのため、図心を通る軸で回

転させても、断面二次モーメントは、一定となる。 
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(9) 片持ちばりの先端に鉛直下向きに集中荷重が作用している。このとき，載荷点における

鉛直たわみが最も大きいものは，次のうちどれか。ただし，曲げ剛性は等しいものとす

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正解：2) 
 1) δ＝PL3／3EI 
 2) δ＝P(2L)3／3EI＝8PL／3EI 
 3) δ＝2P(0.5L)3／3EI＝0.25PL／3EI 
 4) δ＝4P(0.5L)3／3EI＝0.50PL／3EI 
 
(10) 寸法と材質が同じで支持条件が異なる次の 3 つの柱に対する弾性座屈荷重の大小関係

として，次のうち適当なものはどれか。 
 
 
 
 
 
 
 
1) (a)<(b)<(c) 
2) (a)<(c)<(b) 
3) (c)<(b)<(a) 
4) (b)<(a)<(c) 
 
正解：4) 
 部材の長さを L とし、有効座屈長 Leとすると、(a) Le＝L、(b) Le＝2L、(c) Le＝0.5L と

なる。弾性座屈荷重 Pcr＝π2EI／Le2で求められる。 
 

2) 
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(11) 鋼材中の合金要素の役割に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) Si は，精錬時の脱酸，フェライトの強化・安定化に用いられる。 
2) Mn は，焼戻し軟化抵抗を増して，強度や靭性を向上させる。 
3) Cr は，焼入れ性を増して，強度や靭性を向上させる。 
4) S は，低温および高温での靭性を向上させる。 
正解：1) 

2) Mn は，焼入れ性を増して，強度や靭性を向上させる。 
3) Cr は，焼戻し軟化抵抗を増して，強度や靭性を向上させる。 
4) S は，有害な不純物で、熱間加工中の割れ発生、溶接部の割れ発生の原因となる。 

 
(12) 鋼材に対する溶接補修に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 鋳鉄は，炭素含有量が 3～5%程度あり，P や S が多いため，溶接に適する。 
2) 錬鉄は，炭素含有量が 0.1%以下で，多量の P を含むため，溶接に適する。 
3) Mn/C 比が規定される以前は，高 C・低 Mn 鋼が使用され，溶接性に優れる傾向がある。

4) 高耐候性圧延鋼材は，溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材と比較して溶接性が劣る。 
正解：4) 
 1),2) P が多い鋼材は、溶接性に劣る。 
 3)  高 C・低 Mn 鋼は、溶接性に劣る。 
 
(13) 火災を受けた鋼材に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 600℃に加熱後，空中放冷された SS400 の引張強さは著しく低下する。 
2) 800℃に加熱後，空中放冷された添接部の高力ボルト軸力は低下する場合がある。 
3) 1000℃に加熱後，空中放冷された調質鋼の引張強さは著しく低下する。 
4) 1200℃に加熱後，急冷された SM490YB のシャルピー吸収エネルギーは低下する場合が

ある。 
正解：1) 
 非調質鋼は、900℃程度までの加熱で空中放冷であれば、鋼材の特性は低下しない。 
 
(14) TMCP 鋼の特徴に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 炭素当量を増加させているため溶接性が良好である。 
2) 線状加熱後の材質変化が少ない。 
3) 溶接部の切欠靭性が高い。 
4) 大入熱溶接による HAZ 軟化が少ない。 
正解：1) 

TMCP 鋼は、炭素当量を大幅に低減させているため、溶接性が良好である。 
 



 - 7 -

(15) 鋼材の強度試験に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 降伏点が明確でない鋼材の引張試験では，永久延びが 2%時の耐力を降伏点とする。 
2) シャルピー衝撃試験では，試験片を破断するのに要したエネルギーから鋼材の靭性を評

価する。 
3) ビッカース硬さ試験では，ダイヤモンド圧子を押し付けた後のくぼみの寸法から鋼材の

硬さを求める. 
4) 異なる方法の硬さ試験により得られる鋼材の硬さは，それぞれ独自に記号を付して区別

される。 
正解：1) 
降伏点が明確でない鋼材の引張試験では，永久延びが 0.2%時の耐力を降伏点とする。 

 
(16) 塗装に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) プライマーは，一時的な表面保護が目的であり，通常塗膜厚さには含めない。 
2) 下塗りは，さび止めが目的であり，物質透過性が大きく防錆成分を持つものが使われる。

3) 中塗りは，下塗りと上塗りの付着性を向上させることが主な目的である。 
4) 上塗りは，耐候性と美観の確保が目的であり，光沢や色相が様々なものがある。 
正解：2) 
 下塗りは，さび止めが目的であり，物質透過性が小さく防錆成分を持つものが使われる。 
 
(17) 防食に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 耐候性鋼材を用いる場合，鋼材表面に水分が付着しても耐久性に影響はない。 
2) 塗装による防食は，素地調整や付着塩分の除去を行わないと防食効果が薄れる。 
3) 金属溶射では，被溶射物への熱影響が大きく,熱によるひずみが生じやすい。 
4) 電気防食は，無防食状態の既存鋼構造物に対して供用途中からの適用はできない。 
正解：2) 

1) 耐候性鋼材を用いる場合，鋼材表面に水分が滞留しないような工夫が必要である。 
3) 金属溶射では，被溶射物への熱影響が少なく、熱によるひずみが生じにくい。 
4) 電気防食は，無防食状態の既存鋼構造物に対して供用途中からの適用もできる。 
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(18)腐食に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 乾食とは，水の介在なしで酸素と金属が直接反応して，金属が腐食する現象である。 
2) 湿食とは，水と酸素の酸化還元反応によって，金属が腐食する現象である。 
3) 鉄とアルミニウムが混用されている場合は，異種金属接触腐食が発生することがある。

4) 鋼材の腐食環境の厳しさは，海からの飛来塩分量によってのみ規定される。 
正解：4) 
 鋼材の腐食環境の厳しさは，海からの飛来塩分量だけでなく、自動車排気ガスや工場煤

煙の影響もある。 
 
(19) 各種溶接法の概要に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 被覆アーク溶接は，被覆剤を塗った溶接棒と母材間に発生させたアークの熱を利用する。

2) サブマージアーク溶接は，溶接部に事前に散布した粒状フラックス中でアークを発生さ

せる。 
3) イナートガスアーク溶接は，溶接ワイヤにシールド作用と脱酸・脱窒作用をもたせてい

る。 
4)スタッド溶接は，ボルトや頭付きの鋼棒などを母材にアーク溶接する。 
正解：3) 
 イナートガス溶接は、溶接ワイヤーとは別に、大気から溶着金属を遮蔽するイナート（不

活性）ガスを供給して行う溶接方法である。 
 
(20) 溶接欠陥の種類とその説明図の次の組合せとして，不適当なものはどれか。なお，図

中の中央部が溶接箇所である。 
 
 
 
 
 
 
 
正解：2) 
 アンダーカットではなく、「溶落ち」という溶接欠陥である。 
 
 
 
 
 

2) 
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(21) 低温割れの防止に有効な対策として，次のうち不適当なものはどれか。 
1) 継手部の形状等による拘束を小さくする。 
2) Ceqや PCMの低い鋼材を使用する。 
3) 溶接部を後熱し，水素の放出を防ぐ。 
4) 溶接棒のフラックスや開先に付着した水分，さびなどを少なくする。 
正解：3) 
 溶接直後に、溶接部を後熱すれば、水素の放出が促進され、割れを防ぐことができる。 
 
(22) 現場溶接の留意点に関する記述中の(a)～(d)にあてはまる次の語句の組合せとして，適

当なものはどれか。 
現場における溶接が上向きか(a)の場合には，溶接部に欠陥が生じないように特に注意が

必要である。また，(b)が部材に作用している状態で施工しなければならない時は，代替の

部材で一時的に応力を解放するなどの対策が必要である。溶接部の品質は，継手の(c)に大

きく影響する可能性が高いので，(d)による品質の確認が行える構造を採用する。 
1) (a)横向き(水平)  (b)衝撃   (c)構造     (d)形状 
2) (a)横向き(水平)  (b)活荷重  (c)疲労耐久性  (d)形状 
3) (a)立向き    (b)活荷重  (c)疲労耐久性  (d)非破壊検査 
4) (a)立向き    (b)衝撃   (c)構造     (d)非破壊検査 
正解：3) 
 
(23) 高力ボルト接合に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 力の伝達方法で分類すると，摩擦接合，支圧接合，引張接合に分類される。 
2) 設計ボルト軸力は，降伏応力に対して,F8T で 85%,F10T で 75%を基準とする。 
3) 施工時の導入ボルト軸力は，設計ボルト軸力の 10%増しを目標とする。 
4) 高力ボルトに導入された軸力は，締付け直後に 5～10%程度低下する。 
正解：4) 
 高力ボルトに導入された軸力は，締付け直後に 2～3%程度低下し、その後、時間の経過

とともに、わずかずつ減少する。この減少をリラクセーションという。 
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(24) 次の条件における高力ボルト継手のトルク係数値として，適当なものはどれか。なお，

トルク係数値は k とする。 
トルク(T)＝650(N･m) 
ボルト軸力(N)＝226(kN) 
ボルトのネジ外径の基準寸法(d)=22(mm) 

1) k=13 
2) k=1.3 
3) k=0.13 
4) k=0.013 

正解：3) 
 k＝T／（d×N）×1,000＝650／(22×226,000)×1,000＝0.13 
 
(25) 鉄(Fe)よりもイオン化傾向が低い元素は，次のうちどれか。 

1) K 
2) Na 
3) Ni 
4) Mg 

正解：3) 
イオン化傾向 
 卑(高)←K、Na、Mg、Al、Zn、Cr、Fe、Ni、Sn、（H）、Cu、Ag、Pt、Au→貴(低) 

 
 
(26) 鋼材の腐食に関する記述中の(a)～(c)にあてはまる次の語句の組合せとして，適当なも

のはどれか。 
鋼材表面に(a)が付着すると，(a)そのものはさびの進行には関与しないが，(b)(固体が空

気中の水分を吸って溶ける現象)作用により，腐食に不可欠な(c)を保つ役割を果たすため,
腐食の進行が促進される. 

1) (a)水分  (b)溶解  (c)水分 
2) (a)水分  (b)潮解  (c)酸素 
3) (a)塩分  (b)溶解  (c)酸素 
4) (a)塩分  (b)潮解  (c)水分 

正解：4) 
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(27)疲労き裂に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 塗装割れがあった場合，疲労き裂が必ず発生している。 
2) 溶接部の疲労き裂は，常に溶接止端部から発生する。 
3) 疲労き裂が発生しても，停留する場合がある。 
4) 繰返し圧縮応力が作用する継手には，疲労き裂は発生しない。 
正解：3) 
1) 塗装割れがあった場合，疲労き裂が疑われるが、必ず発生しているわけではない。 
2) 疲労亀裂は、溶接止端等の表面から発生するき裂と、溶接継手の内部に存在する未溶着

部や傷から発生するき裂がある。 
3) 疲労き裂が発生しても，き裂による応力解放で、き裂が停留する場合がある。 
4) 疲労亀裂は、繰返し応力下で発生し、圧縮応力状態でも発生する。 
 
(28)次の鋼材の S－N 線のうち，適当なものはどれか。ただし，△σは応力範囲，N は繰返

し数を表すものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正解：2) 1) 
 
(29) 高力ボルトのゆるみ・脱落に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) F11T 以上のボルトでは，遅れ破壊が生じることがある。 
2) ボルトのゆるみ・脱落によって，第三者被害や騒音の問題が発生する。 
3) ボルトのゆるみは目視では判断しにくいので，たたき点検を行う。 
4) ボルトの遅れ破壊の発生のしやすさと，腐食環境の厳しさは無関係である. 
正解：4) 
高力ボルトの遅れ破壊は、水素脆性と応力腐食による割れといわれており、調査にあたっ

ては、腐食しやすい環境にある高力ボルトに注意が必要である。 

2) 
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(30) コンクリート構造物の劣化・損傷に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 中性化は，大気中の二酸化炭素とセメント水和物が反応して，pH が増加する現象であ

る。 
2) 塩害は，浸透した塩化物イオンによって内部鋼材が腐食し，その膨張圧でコンクリート

に、収縮が生じ，ひび割れなどが発生する現象である。 
3) アルカリ骨材反応は，反応性シリカ鉱物を含む骨材がアルカリと反応して異常収縮を引

き起こす現象である。 
4) 凍害は，水分が凍結と融解を繰り返すことで，微細なひび割れが発生・蓄積していく現

象である。 
正解：4) 
1) 中性化は，大気中の二酸化炭素とセメント水和物が反応して，pH が低下する現象であ

る。 
2) 塩害は，浸透した塩化物イオンによって内部鋼材が腐食し，その膨張圧でコンクリート

に、ひび割れなどが発生する現象である。 
3) アルカリ骨材反応は，反応性シリカ鉱物を含む骨材がアルカリと反応して異常膨張を引

き起こす現象である。 
 
(31) 調査方法に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 超音波厚さ計を用いた鋼材の板厚測定では，音速はあらかじめ設定しておく。 
2) サーモグラフィを用いた測定では，構造物表面から放出される紫外線量から欠陥を推定

する。 
3) ひずみゲージを用いた測定では，ゲージの受感部の形状変化による電気抵抗変化を利用

している。 
4) レーザ式変位計を用いた測定では，レーザ光の遮蔽物があると測定を行うことができな

い。 
正解：2) 
 サーモグラフィを用いた測定では，構造物表面から放出される赤外線の放射エネルギー

から欠陥を推定する。 
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(32) 調査方法に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) き裂を調査するために，渦流探傷試験を行った。 
2) 腐食を調査するために，常時微動法による調査を行った。 
3) 変位を調査するために，変位計とピアノ線を用いて調査を行った。 
4) 振動を調査するために，加速度計と変位計を用いた調査を行った。 
正解：2) 
 常時微動法は、構造物の振動・加速度測定を行う調査法である。 
 
(33) 内部にきずのない鋼材に対して，その板厚方向に超音波で垂直探傷を行った時の次の

エコー表示(イメージ)として，適当なものはどれか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正解：1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1) 
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(34) 反発度法によるコンクリート強度推定に関する次の記述のうち，不適当なものはどれ

か。 
1) 反発度とコンクリートの圧縮強度の関係を示す理論式はない。 
2) 打撃方向が変わっても，測定反発度の補正は必要ない。 
3) 対象部材が圧縮力を受けている場合，受けていない場合より反発度は大きくなる。 
4) 測定面が湿っている場合，乾いている場合より，反発度は大きくなる。 
正解：2) 
 打撃方向が変わった場合、測定反発度の補正が必要である。 
 
(35)超音波厚さ計を用いた板厚測定における異常値の出現状況と想定される原因の次の組

合せとして,不適当なものはどれか。 

 
正解：1) 
 非常に薄い板を測定する場合、受信した反射波が１回目なのか２回目なのかを区別でき

ない状況になり、実際の２倍前後の厚さを表示してしまう場合がある。 
 
(36)  塗膜劣化の測定に関す麹記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 碁盤目・クロスカットテープ付着試験は，セロハンテープ等の粘着力を用いて塗膜を強

制はく離させる。 
2) アドヒージョンテストは，塗膜面に接着した端子に垂直に引張力を与え，付着力を測定

する。 
3) 色差測定は，光沢計を用いて色の変化を定量的に測定し，色相，彩度および光沢度を求

める。 
4) インピーダンス測定は，インピーダンスブリッジを用いて，交流抵抗値と電気容量値を

測定する。 
正解：3) 
色差測定は，色差計を用いて色の変化を定量的に測定し，色差を求める。 

 
 
 
 

1) 
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(37) 鋼材の腐食を考慮した部材の健全度評価に関する次の記述のうち，適当なものはどれ

か。 
1) 鋼材腐食の評価指標としては，残存板厚，腐食範囲，塗膜密実度などがある。 
2) 塗膜劣化の評価指標としては，残存塗膜厚，残存剛性，塗装系グレードなどがある。 
3) 腐食部材の残存耐荷力は，平均腐食量を経過年数で除して求める。 
4) 腐食部材の余寿命は，現在の板厚から限界板厚を減じた値を平均腐食速度で除して求め

る。 
正解：4) 

1) 鋼材腐食の評価指標として，塗膜密実度は対象とはならない。 
2) 塗膜劣化の評価指標として，残存剛性は対象とはならない。 
3) 腐食部材の残存耐荷力は，腐食による断面の減少を考慮して算定する。 

 
(38) 疲労の損傷度評価に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 疲労き裂進展速度は応力集中係数の関数として表すことができる。 
2) 線形累積被害則は，累積疲労損傷比が１となったときに疲労破壊が生じることになる。

3) ホットスポット応力を用いた場合，完全溶込み突合わせ溶接継手の疲労設計曲線を用い

る。 
4) 疲労設計曲線が複数存在するのは，溶接継手形状によって，残留応力が異なるためであ

る。 
正解：2) 

1) 疲労き裂進展速度は応力拡大係数範囲の関数として表すことができる。 
3) ホットスポット応力を用いた場合，十字継手（止端破壊）の疲労強度等級を用いる。 
4) 疲労設計曲線が複数存在するのは，溶接継手形状によって，疲労強度が異なるためで

ある。 
 

(39) 腐食損傷部材の補修・補強の留意点に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。

1) 腐食した部分と防食機能が失われている部分を欠損断面と考えて，追加部材の検討を行

った。 
2) 腐食による凹凸部分の不陸修正を行って，高力ボルト摩擦接合を行った。 
3) 硫黄含有量，炭素当量や割れ感受性指数などを評価して，腐食部分の現場溶接を行った。

4) 塗装困難部分となる構造の採用を控え，腐食原因を除去できる構造を採用した。 
正解：1) 
 ｢防食機能が失われている部分｣は、防食機能を改善して対応すれば、欠損断面と考えず、

有効断面と見なせることができるため、記述は適切とはいえない。 
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(40)ストップホールに関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) ストップホールは，一般にき裂の進展を一時的に停止させる応急対策として用いられる。

2) ストップホールを高力ボルトで締め付ければ，疲労亀裂は進展しない。 
3) 疲労き裂の先端がストップホールに含まれるように孔あけを行う。 
4) 高力ボルトによる締付けを行う場合，一般にストップホールの孔径は 24.5mm が望まし

い。 
正解：2) 
 ストップホールを高力ボルトで締め付ければ，ストップホールの効果を高めることにな

り、き裂進展を抑制する効果があるが、疲労亀裂の進展を完全に止めることは、期待でき

ない。 
 
(41)下記に示すき裂の溶接補修箇所の模式図から読み取れる事項に関する次の記述のうち,
不適当なものはどれか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) 2 箇所のき裂は，いずれも溶接ルート部から発生している。 
2) 補修前のき裂の一部が除去されずに残存している。 
3) 再補修方法としては，ガウジングによるき裂の除去と再溶接も考えられる。 
4) き裂の進展方向から，下側の鋼板には板曲げが作用していたと考えられる。 
正解：1) 
 2 箇所のき裂は，いずれも溶接止端部から発生している。 
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(42) コンクリート構造物の補修工法に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 充填工法は，幅が 0.2mm 以下のひび割れの補修に適している。 
2) 再アルカリ化工法は，アルカリ骨材反応の効果的な補修工法の 1 つである。 
3) 電気防食工法は，直流電流を流して鋼材の腐食を防止する工法である。 
4) 脱塩工法は，交流電流を用いて塩化物イオンを外部に取り出す工法である。 
正解：3) 
1) 充填工法は，幅が 0.5mm 以上のひび割れの補修に適している。 
2) 再アルカリ化工法は，中性化した構造物の効果的な補修工法の 1 つである。 
4) 脱塩工法は，直流電流を用いて塩化物イオンを外部に取り出す工法である。 
 
(43)道路橋示方書の変遷と支承の損傷の関連に関する次の記述のうち，適当なものはどれ

か。 
1) 昭和 39 年以降の基準で設計された支承は，地震時にアンカーボルトの損傷が生じやす

い。 
2) 昭和 47 年以降の基準で設計された支承の隅角部に面取りがあっても地震時に損傷しや

すい。 
3) 昭和 47 年以降の基準で設計された支承縁端距離が不足した橋梁は，地震時に沓座コン

クリートが損傷しやすい。 
4) 平成 8 年以降の基準で設計された支承は，水平力，鉛直力のいずれに対しても損傷する

ことは少ない。 
正解：4) 
1) 昭和 38 年以前の基準で設計された支承は，地震時にアンカーボルトの損傷が生じやす

い。 
2) 昭和 47 年の基準で設計された支承の隅角部に面取りがないものは地震時に損傷しやす

い。 
3) 昭和 47 年の基準で設計された支承縁端距離が不足した橋梁は，地震時に沓座コンクリ

ートが損傷しやすい。 
 
(44) 鋼道路橋の疲労設計指針に照らして，コンクリート床版を有する標準的な鋼桁が，疲

労に対する安全性を確保しているとみなせる条件の 1 つとして，次のうち適当なもの

はどれか。 
1) 1 方向 1 車線当たりの日大型車交通量が 500 台以下 
2) 1 方向 1 車線当たりの日大型車交通量が 1000 台以下 
3) 1 方向 1 車線当たりの日大型車交通量が 2000 台以下 
4) 1 方向 1 車線当たりの日大型車交通量が 5000 台以下 
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正解：2) 
 
 
(45) 鋼鉄道橋の維持管理の基本的な流れに関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。

1) 通常全般検査は，省令に定められた周期で定期的に実施する。 
2) 個別検査は，全般検査および随時検査で健全度が A または B と判定された場合に実施す

る。 
3) 随時検査では，地震等により変状の発生もしくはその恐れのある構造物を抽出する。 
4) 全般検査や随時検査で健全度が AA と判定された場合，直ちに措置を講じ，他の検査を

行う。 
正解：2) 
個別検査は，全般検査および随時検査で健全度が A と判定された場合に実施する。 
 
(46) 鉄道橋に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 1883 年程度以前に製作された桁には，主として錬鉄が使用されている。 
2) 1883 年程度～1909 年以前に製作された桁には，主としてベッセマー鋼が使用されてい

る。 
3) 部材の現有応力比率(SRs)は，算定値が小さいほど安全であると判断される。 
4) 引張部材の保守限応力度(σm)は，静的耐力と疲労の両方を考慮して定められている。 
正解：3) 
部材の現有応力比率(SRs)は，算定値が小さいほど危険であると判断される。 

 
(47) 港湾構造物の腐食に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
1) 海上大気部では，鋼材表面に付着した海塩粒子が降雨で洗い流されるで，腐食は発生し

ない。 
2) 干満帯では，潮汐により乾湿が繰り返されるため，腐食速度が最も大きい。 
3) 無防食の場合の腐食速度の標準値は，朔望平均満潮面(H.W.L.)以上で 0.3mm/である。 
4) 平均干潮画(M.L.W.L.)直上付近では，激しい集中腐食が発生することがある。 
正解：3) 

1) 海上大気部でも，腐食は発生する。 
2) 腐食速度が最も大きいのは、飛沫帯である。 
4) 平均干潮画(M.L.W.L.)直下付近では，激しい集中腐食が発生することがある。 
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(48) 電気防食が適用されている桟橋において，鋼管杭の電位測定を行った結果，下図が得

られた。良好な防食状態にあると判断される鋼管杭は，次のうちどれか。ただし，用いた

電極は，海水塩化銀電極とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) A 杭 
2) B 杭 
3) C 杭 
4) D 杭 
 
正解：3) 

-800mV よりも卑な値（マイナス方向に大きい値）であれば、良好な防食状態にあると判

断される。 
 
(49) 水圧鉄管の次の強度評価基準のうち不適当なものはどれか。 

なお，σaは許容応力，σyは降伏応力とする。 
1) 設計時一次応力≦σa 
2) 運用時の一次応力≦0.65×σy 
3) ピーク応力≦1.70×σa 
4) 孔食の縁に生じる最大引張応力≦1.80×σa 
正解：4) 
  孔食の縁に生じる最大引張応力≦0.90×σy 
 
 
 
 
 

B 杭 

C 杭 

D 杭 
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(50) 水圧鉄管の劣化とその点検調査に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
1) 水圧鉄管に想定される劣化・変状は，塗膜劣化と腐食・摩耗による板厚減少の 2 種類で

ある。 
2) pH が 4 以下の酸性河川に設置される水圧鉄管には，腐食対策が必要である。 
3) 静応力測定は，水圧鉄管内の抜水時または充水時に行うとよい。 
4) 動応力測定は，水車の定常運転時，負荷変動時，負荷遮断時に行うとよい。 
正解：1) 
水圧鉄管に想定される劣化・変状は，塗膜劣化、腐食・摩耗による板厚減少、鉄管振動

による 3 種類がある。 
 
 
 


